
 

  

           

  

平成 30 年 12 月例会会場 

神奈川県立金沢文庫 

 

交通アクセス 

京急線「金沢文庫」駅下車 

東口より徒歩約１２分 

1.三井住友銀行の前を通り、スリーエフ前の信号（金沢文庫駅前）を渡り右に進む。 

2.金沢文庫バス停で左折し、緑色舗装の一方通行路（ゆるい上り坂）を進む。 

3.クリーニング店（金沢文庫近道看板あり）で左折し直進、突き当たりが金沢文庫です。 

 ※下記のホームページでも御覧いただけます。 

 「神奈川県立金沢文庫  利用案内」 

 http://www.planet.pref.kanagawa.jp/city/bunko/riyouannai.html 



平
成
三
十
年
度 

仏
教
文
学
会
十
二
月
例
会 

 
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》
「
称
名
寺
の
千
字
文
説
草
を
考
え
る
」 

 

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
保
管
さ
れ
る
称
名
寺
聖
教
の
中
に
は
、
表
紙
の
右
上
に
記
さ
れ
た
千
字
文
に
よ
っ
て

分
類
さ
れ
て
い
る
説
草
群
が
あ
り
、「
千
字
文
説
草
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
て
い
る
だ
け
で
、
粘
葉

装
を
中
心
に
約
一
七
〇
点
の
鎌
倉
後
期
写
本
が
存
在
す
る
。
千
字
文
は
、
説
草
の
内
容
に
よ
る
分
類
の
よ
う
だ
が
、

経
典
注
釈
か
ら
説
話
的
な
記
事
ま
で
多
様
な
内
容
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
説
草
に
は
奥
書
等
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

由
来
を
示
す
情
報
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
安
居
院
の
説
草
や
東
大
寺
尊
勝
院
弁
暁
説
草
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
既
知
の
説
話
集
等
に
所
収
さ
れ
る
話
を
相
対
化
す
る
材
料
も
含
む
も

の
で
、
鎌
倉
後
期
の
説
話
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
経
典
受
容
の
あ
り
方
や
、
場
に
応
じ
た
説
話
の
動
態
を
考

え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
ま
た
、
一
部
の
説
草
に
は
、
杉
本
寺
な
ど
鎌
倉
で
の
唱
導
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
が
あ
り
、

東
国
に
お
け
る
法
会
や
唱
導
の
実
態
、
そ
う
し
た
環
境
と
説
話
の
関
係
も
う
か
が
わ
せ
る
。 

称
名
寺
聖
教
の
弁
暁
説
草
や
湛
睿
説
草
は
、
近
年
、
活
字
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
研
究
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
続
い
て
千
字
文
説
草
の
翻
刻
紹
介
を
進
め
る
中
で
の
中
間
報
告
と
し
て
、
本
例
会
で
は
千
字
文
説
草
に
つ

い
て
見
え
て
き
た
問
題
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
な
お
、
金
沢
文
庫
で
開
催
中
の
特
別
展
「
顕
わ
れ
た
神
々
―
中

世
の
霊
場
と
唱
導
―
」
に
も
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
言
及
す
る
千
字
文
説
草
の
一
部
を
展
示
し
て
お
り
、
あ
わ
せ

て
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
（
高
橋
悠
介
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千
字
文
説
草
の
特
色
と
所
収
説
話 
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悠
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千
字
文
説
草
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
説
話
的
内
容
や
彫
刻
史
と
の
関
連
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
幾
つ
か
の
説

草
が
、
個
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
分
析
さ
れ
て
き
た
。
誓
願
寺
縁
起
の
展
開
や
和
泉
式
部
伝
承
に
関
わ
る
『
誓
願

寺
阿
弥
陀
事
』
や
、
鎌
倉
大
仏
に
関
す
る
『
大
仏
旨
趣
』
な
ど
が
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
教
説

的
な
記
事
か
ら
法
会
で
用
い
ら
れ
た
表
白
、
ま
た
説
話
に
至
る
ま
で
の
、
約
一
七
〇
点
に
及
ぶ
説
草
群
の
、
全
体

に
わ
た
る
性
格
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

本
報
告
で
は
、
ま
ず
千
字
文
説
草
の
書
誌
・
形
態
や
筆
跡
、
書
記
形
態
、
千
字
文
に
よ
る
分
類
方
法
な
ど
に
つ

い
て
整
理
し
、
そ
の
特
色
を
確
認
す
る
。
一
部
の
表
紙
に
は
「
清
書
了
」
と
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
寸

法
や
書
記
形
態
も
異
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
度
に
全
て
が
書
写
さ
れ
た
説
草
群
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、

あ
る
程
度
、
共
通
す
る
性
格
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
全
体
の
特
色
を
み
た
上
で
、
幾
つ
か
の
説
話
を
取
り
上

げ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
説
話
集
所
収
話
を
相
対
化
し
得
る
例
や
、
特
徴
的
な
表
現
な
ど
を
報
告
し
つ
つ
、

千
字
文
説
草
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

  

歴
史
学
か
ら
み
た
千
字
文
説
草  
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川
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沢
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弊
館
で
管
理
す
る
国
宝
「
称
名
寺
聖
教
・
金
沢
文
庫
文
書
」
の
な
か
に
み
え
る
千
字
文
説
草
は
、
中
世
東
国
に

お
け
る
法
会
の
場
を
い
ま
に
伝
え
る
貴
重
な
説
草
群
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
中
世
東
国
に
お
け
る
法
会
の
風
景

を
い
ま
に
伝
え
る
こ
の
説
草
群
を
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。 



千
字
文
説
草
は
、
い
つ
誰
が
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
法
会
を
開
催
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
情
報
が
う
か

が
え
る
も
の
も
あ
り
、
説
草
の
作
成
・
使
用
さ
れ
た
歴
史
的
営
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
字
文
説
草
の
な
か

か
ら
こ
う
し
た
記
述
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
説
草
群
の
生
成
と
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
世
東
国
に
お
け
る
法

会
の
場
と
そ
の
機
能
を
復
元
し
て
み
た
い
。 

ま
た
、
千
字
文
説
草
の
テ
ク
ス
ト
に
は
あ
ま
た
の
説
話
が
み
え
、
な
か
に
は
歴
史
的
事
実
を
背
景
に
叙
述
さ
れ

た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
歴
史
史
料
と
し
て
の
千
字
文
説
草
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。 

  

千
字
文
説
草
の
経
典
受
容 

 
 

 
 
 
 

大
正
大
学
（
非
常
勤
） 

髙
橋 

秀
城 

千
字
文
説
草
に
は
『
法
華
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
後
期
に

お
け
る
経
典
受
容
の
様
相
や
、
当
時
の
僧
侶
の
知
識
体
系
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
灌
頂
経
』
『
雙

観
経
』
（
『
無
量
寿
経
』
）
と
い
っ
た
密
教
・
浄
土
教
の
所
依
の
経
典
が
、
逆
修
や
無
常
を
説
く
説
草
に
用

い
ら
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。 

中
に
は
、
も
と
は
漢
文
で
あ
る
経
典
を
書
き
下
し
た
説
草
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
勧
進
に
関
わ
る
内

容
を
持
つ
千
字
文
「
丁
」
の
付
さ
れ
た
説
草
群
に
は
、『
阿
育
王
傳
』
巻
七
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
訓
読
し
た
説

草
が
含
ま
れ
る
。
阿
育
王
説
話
が
、
勧
進
の
た
め
の
法
会
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
実
態
と
と
も
に
、『
阿
育

王
経
』
の
異
訳
で
あ
る
『
阿
育
王
傳
』
が
、
ど
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
も
注
目
さ
れ
る
。

本
報
告
で
は
、
千
字
文
説
草
に
お
け
る
経
典
受
容
の
有
り
様
や
訓
読
の
問
題
、
さ
ら
に
調
査
の
過
程
で
見
出

し
た
説
話
的
内
容
を
持
つ
説
草
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。 

  

千
字
文
説
草
の
法
華
経
説
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館 

恋
田 

知
子 

千
字
文
説
草
に
は
法
華
経
に
基
づ
く
説
話
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
特
に
千
字
文
「
宇
」
の
付
さ

れ
た
も
の
に
は
、
法
華
経
釈
か
ら
因
縁
譬
喩
譚
に
至
る
ま
で
、
法
華
経
に
関
わ
る
多
様
な
説
草
が
ま
と
ま
っ
て
伝

来
し
て
い
る
。
説
話
的
要
素
の
色
濃
い
因
縁
譚
は
、『
法
苑
珠
林
』
や
『
法
華
伝
記
』
な
ど
に
そ
の
典
拠
を
見
出
す

こ
と
も
で
き
る
。 

こ
の
度
の
調
査
に
よ
り
、「
宇
」
の
説
草
群
の
な
か
に
、
能
「
葵
上
」
へ
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
説
草
と
し
て
知
ら

れ
る
天
理
図
書
館
蔵
『
冬
嗣
公
姫
君
事
』
と
共
通
す
る
説
草
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
冬
嗣
公
姫
君
事
』
に
つ

い
て
は
、
夙
に
阿
部
泰
郎
氏
「
唱
導
に
お
け
る
説
話
―
私
案
抄
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
八
五 

説
話
と
儀
礼
』
桜
楓

社
、
一
九
八
六
年
）、
落
合
博
志
氏
「
『
源
氏
物
語
』
と
能
―
〈
葵
上
〉
を
中
心
に
―
」（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

五
九
―
一
一
、
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
十
一
月
）
の
詳
論
が
あ
り
、
真
福
寺
蔵
『
類
聚
既
験
抄
』
や
『
法
華
経
直

談
鈔
』
な
ど
に
も
類
話
が
認
め
ら
れ
、
唱
導
の
場
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
本
報
告
で
は
、

上
記
の
説
草
の
紹
介
を
中
心
に
、
千
字
文
説
草
に
お
け
る
法
華
経
説
話
の
特
徴
と
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。 


